


立山の花「ウサギギク」

1 1月の園芸 一き〈ー

日本はきくの国であるともいわれ、 11月といえ

ば菊を、菊といえば文化の日を想うほど、今や代

表的な宿根草です。

この日本の菊花には、さじ.弁、管弁、平弁など

の形態から大輪(厚物・管物・広物)、中輪(江

戸菊・肥後菊 ・糸菊)、小輪(文人菊 ・ナナコギ

ク・アザミギク)に類別できます。

また、西洋などで改良された切花ギクには、秋

ギク、夏ギク、寒ギク、 8月咲、 9月咲などがあ

ります。

み んなの県政Tf:ょ::!??????二二J
官972-11:二ポ

もくじ

こきり こE雨り
こきりことは、二本の細い丸竹で作ったもの。はやし

は、笛、小鼓、鍬金、胡弓、尺八を用いる。

こきりこ踊りは現在、平村上梨の氏神、白山妙理権現

の神楽として踊られるのみ。
永い冬の生活を前にして、秋の日ざしの中でこきりこ

のカチカチと打ちならす音が山間に消えてゆく。



農

業

団

地

の

育

成

そ
の
あ
ら
ま
し
と
進
め
方

農
業
の
体
質
改
善
と
生
産
の
再
編
成
を
ね
ら
い
と

し
て
富
山
県
農
業
生
産
団
地
育
成
基
本
方
針
に
基
づ

い
た
農
業
団
地
を
育
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
総
合
農
政
の
重
要
な
柱
と
し
て
今
後

五
カ
年
間
に
わ
た
っ
て
、
農
業
投
資
を
集
中
的
に
行

な
う
予
定
で
す
。
今
年
度
は
黒
部
市
、
入
善
町

一
世帯

の
秋
冬
だ
い
こ
ん
、
氷
見
市
の
イ
チ
ゴ
、
大
山
町
の

キ
ャ
ベ

ツ
を
中
心
と
し
て
農
業
生
産
団
地
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

O
農
業
団
地
を
必
要
と
す
る

背
景

農
業
基
本
法
が
昭
和
三
十
六
年
六
月
に
制
定
さ
れ

て
一

O
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
日
本
は
、
世

界
の
歴
史
に
例
を
み
な
い
ほ
ど
高
密
度
の
社
会
を
形

成
し
ま
し
た
。
日
本
は
国
土
の

六
八
パ

ー
セ

ン
ト
が

森
林
で
す
。
そ
れ
を
除
い
た
い
わ
ゆ
る
「
可
住
地
」

は
約
十

一
万
平
方
キ
ロ
で
、
そ
こ
に
住
む
人
は
約
一

億
人
。
こ
の
人
口
密
度
は
一
平
方
キ
ロ
当
た
り
八
九

五
人
で
、
ア
メ
リ
カ
の

三
三
人
に
比
べ
非
常
に
高
く
、

し
か
も
総
生
産
は
自
由
世
界
で
第
二
位
で
す
。

つ
ま
り
可
住
地
面
積
当
た
り
の
生
産
力
は
、
ア
メ
リ

カ
の

一
O
倍
、
フ
ラ
ン
ス
の
四
倍
に
達
し
て
い
ま
す
。

日
本
農
業
の
特
徴
も
こ
れ
と
似
て
、
経
営
規
模
は

小
さ
く
分
散
し
て
い
ま
す
。
そ
の
規
模
は
ア
メ
リ
カ

の
百
分
の
一
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
十
分
の
一
で
す
。
と

こ
ろ
が
経
営
は
集
約
化
き
れ
て
土
地
生
産
力
は
ア
メ

リ
カ
の
五
倍
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
二
倍
に
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
規
模
が
小
き
い
た
め
こ
の
ま
ま
で
は
、

こ
れ
以
上
の
発
展
は
む
ず
か
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す。

ぐ

生
産
の
組
織
化
釘
い
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を

「
農
業
生
産
団
地
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
集
団
は
小

き
過
ぎ
る
と
機
械
が
十
分
に
働
か
ず
、
経
費
倒
れ
に

な
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
機
械
化
貧
乏
」
に
な
り
ま
す
。

地
域
や
作
目
に
よ
っ
て
事
情
は
ち
が
い
ま
す
か
ら
、

こ
の
点
は
十
分
に
検
討
の
上
、
一
応
の
標
準
規
模
を

考
え
る
べ
き
で
す
。

O
生
産
の
組
織
化
と

ム
ダ
の
な
い
経
営

機
械
や
施
設
が
は
い
っ
た
だ
け
で
直
ち
に
生
産
性

が
上
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
大
切
な
こ

と
は
、
そ
の
な
か
で
生
産
を
組
織
化
し
、
機
械
を
う

ま
く
ム
ダ
の
な
い

よ
う
に
働
か
せ
る
こ
と
で
す
。

ム
ダ
を
は
ぶ
く
に
は
、
そ
の
地
域
の
状
況
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
た
と
え
ば
機
械
を
能
率
よ
く
使

う
た
め
に
は
品
種
の
統
一
が
必
要
で
し
ょ
う
。
ま
た

作
付
け
や
出
荷
の
時
期
を
決
め
て
、
作
業
を
キ
チ
ン

と
そ
れ
に
合
せ
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
さ
ら
に
共
同

作
業
、
作
業
の
受
託
や
委
託
、
農
協
に
よ
る
経
営
受

託
、
協
業
経
営
の
段
取
り
、
農
業
生
産
法
人
も
実
情

に
応
じ
て
選
択
き
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

O
兼
業
農
家
も
規
模
拡
大
に
協
力

最
近
は
農
作
業
を
他
人
に
ま
か
せ
て
、
自
分
は
他

に
働
き
に
出
る
と
い
う
人
が
か
な
り
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
場
合
、
土
地

の
所
有
権
を
移
し
て
し
ま

う
人
は
少
な
い
よ
う
で
す
か
ら
、
賃
貸
借
な
ど
の
利

用
権
だ
け
を
ま
か
せ
る
ケ

l
ス
が
当
然
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
実
質
的
に
か
経
営
規
模
の
拡
大
。
に
な

り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
で
よ
い
わ
け
で
、
そ
の
よ
う
な

兼
業
農
家
の
立
場
も
考
え
た
配
慮
が
必
要
で
し
ょ

、「，
，。

。
日
本
経
済
の
高
度
成
長
の

農
業
へ
の
影
響

経
済
の
高
成
長
は
、
外
に
は
貿
易
の
進
展
で
国
際

収
支
の
大
幅
黒
字
を
生
み
、
円
の
切
り
上
げ
な
ど
通

貨
調
整
を
余
儀
な
く
し
ま
し
た
。
ま
た
内
に
は
公
害

や
物
価
問
題
を
発
生
き
せ
、
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
情
勢
は
農
業
に
も
決
定
的
な
影

響
を
与
え
ず
に
は
お
き
ま
せ
ん
。
そ
の

一
つ
は
、
他

産
業
の
労
働
力
需
要
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
農
業
人
口

の
流
出
が
大
幅
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
富
山
県
に
お

い
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
度
に
一
八
万
五
千
人
(
全

国
一
、
一
七

O
万
人
)
だ
っ
た
農
業
就
業
人
口
は
、

四
十
六
年
度
に
は

一
二
万
五
千
人

(同
七
三

O
万
人
)

と、

一
0
年
間
に
六
万
人
(
同
四

O
O万
人
)
以
上

も
減
少
し
た
の
で
す
。

そ
の

二
は
、
経
済
の
成
長
で
所
得
が
上
昇
す
る
に

つ
れ
て
、
食
料
の
消
費
パ
タ
ー
ン
(
型
)
が
変
わ
り
、

高
度
化
し
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
米
な
ど
の
澱
粉

質
食
品
に
か
わ
っ
て
、
畜
産
物
や
魚
介
類
、
青
果
物

の
比
率
が
高
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
対
す
る
対
応

は
口
で
い
う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
く
、
む
し
ろ

一
般
に

は

n
農
業
の
立
ち
遅
れ
。
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。

O
農
業
側
の
対
応
策

現
時
点
で
大
き
な
課
題
は
二
つ
、
「
生
産
性
の
向

上
」
と
「
農
業
生
産
の
再
編
成
」
で
す
。

第

一
の

，
「
生
産
性
の
向
上
」
で
す
が
、
こ
れ
は
農

業
と
他
産
業
と
の
「
格
差
」
を
縮
め
、
農
産
物
が
国

際
競
争
に
た
え
う
る
よ
う
に
体
質
を
改
善
す
る
こ
と

で
す
。
米
の
生
産
調
整
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
他

の
作
物
の
生
産
性
を
大
幅
に
上
昇
き
ト
f
て
、
米
に
負

む

O
広
域
営
農
団
地
で

市
場
の
大
型
化
に
対
応

農
産
物
は
商
品
で
す
。
生
産
も
大
事
で
す
が
、
そ

れ
を
消
費
地
へ
運
ん
で
売
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
近
ご
ろ
の
農
産
物
取
り
引
き
は
、
市
場
が

大
型
化
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
農
業
生
産
団
地
を
い

く
つ
も
包
含
し
た
、
よ
り
広
い
地
域
の
団
地
が
必
要

と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
広
域
営
農
団
地
と
い
い

ま
す
。
こ
の
団
地
内
に
は
基
幹
農
道
を
つ
く
っ
て
物

資
の
交
流
に
機
動
性
を
発
揮
き
せ
た
り
、
大
型
冷
蔵

庫
や
食
肉
セ
ン
タ
ー
、
選
果
所
、
各
種
の
加
工
所
、

あ
る
い
は
地
域
農
業
の
管
理
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
施

設
が
必
要
で
す
。

O
モ
デ
ル
農
業
団
地
も
推
進

農
業
生
産
を
組
織
化
し
農
産
物
の
流
通
加
工
体
制

を
整
備
し
ま
す
と
、
そ
の
地
域
の
農
業
事
情
は
発
展

の
条
件
が
そ
ろ
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
農
村
は
農

業
を
営
む
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
農
家
が
生
活
を
営

む
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
比
較
的
ま
と
ま
り
の

よ
い
旧
市
町
村
程
度
の
範
囲
を
対
象
と
し
て
、
農
業

生
産
基
盤
と
農
村
環
境
の
整
備
を
併
せ
行
な
う
事
業

を
実
施
す
る
方
針
で
す
。
こ
れ
を
モ
デ
ル
農
業
団
地

と
よ
ん
で
い
ま
す
。

O
農
業
団
地
の
育
成
と

農
家
負
担

農
業
団
地
を
つ
く
る
原
動
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
そ
の
地
域
に
住
む
農
業
者
の
意
欲
で
す
。
そ
の
意

欲
の
も
と
に
都
道
府
県
、
市
町
村
、
農
業
委
員
会
、

農
協
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
計
画
的
に
取
り
組
む
こ

け
な
い
作
物
に
な
れ
ば
、
転
作
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
一

定
着
す
る
で
し
ょ
う
。

2

第
二
の

「
農
業
生
産
の
再
編
成
」
で
す
が
、
ひ
と
一

口
に
い
え
ば
、
需
要
に
即
し
た
生
産
体
制
に
切
り
か

え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
土
地
、
資
本
、

労
力
、
技
術
の
振
り
替
え
が
必
要
で
す
。

日
本
農
業
は
「
零
細
分
散
型
L

と
い
わ
れ
る
ほ
ど

で
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
、
同

一
作
物
を
栽
培
す

る
農
家
が
集
ま
り
、
作
業
の
規
模
を
大
き
く
し
ま
す
。

そ
れ
を

一
つ
の
単
位
と
し
て
機
械
や
施
設
を
整
備
す

る
。
ま
た
農
産
物
の
流
通
、
加
工
面
に
つ

い
て
も
同

様
で
、
も

っ
と
広
い
範
囲
で
流
通
単
位
を
形
成
し
、

そ
の
た
め
の
施
設
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
「
農
業
団
地
育
成
対
策
L

は
、
ま
き
に
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
新
た
に
提
唱
き
れ
た
も
の
で
す
。

O
生
産
基
盤
の
整
備
が
前
提

農
業
団
地
の
内
容
に
は
い
る
前
に
、
そ
の
前
提
条

件
と
し
て
「
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
」
が
大
切
で
す
。

高
性
能
の
機
械
を
導
入
し
た
り
近
代
的
な
施
設
を
整

備
す
る
に
あ
た

っ
て
、
ま
ず
基
本
的
な
こ
と
は
農
業

生
産
基
盤
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
従

来
の
か
ん
が
い
排
水
事
業
や
は
場
整
備
な
ど
水
田
の

整
備
の
ほ
か
、
農
道
や
畑
地
か
ん
が
い
な
ど
畑
地
や

草
地
の
整
備
開
発
に
力
を
そ
そ
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

。
生
産
団
地
は
作
目
ご
と
に

基
盤
を
と
と
の
え
る
こ
と
は
農
業
生
産
に
と
っ
て

絶
対
の
条
件
な
の
で
す
。
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
と
こ

ろ
へ
、
新
鋭
の
高
性
能
機
械
や
施
設
を
整
備
す
る
。

そ
れ
に
は
酪
農
、
肉
牛
、
果
樹
、
野
菜
、
養
蚕
な
ど

作
目
ご
と
に
、
二
疋
の
範
囲
の
農
家
が
集
ま
っ
て
、

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
農
家
の
負
担
軽
減
を
旨
と
し

て
各
般
の
助
成
措
置
を
と
る
方
針
で
す
。

第
一
に
、
高
能
率
な
生
産
団
地
の
育
成
は
、
作
目

や
事
業
の
特
性
に
応
じ
て
新
た
に
「
十
分
の
六
」
な

い
し
「
三
分
の
ご
の
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

第
二
は
、
基
盤
整
備
に
つ
い
て
新
た
に
基
幹
農
道

の
舗
装
事
業
を
実
施
す
る
ほ
.か
、
採
択
基
準
の
一
部

を
緩
和
し
た
り
、
補
助
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
第
三
は
、
金
融
措
置
で
す
。
農
業
近
代
化

資
金
に
つ
い
て
、
生
産
か
ら
処
理
加
工
ま
で
の
総
合

的
な
計
画
に
基
づ
く
農
業
施
設
の
整
備
に
必
要
な
資

金
に
つ
い
て
、
貸
し
付
け
金
利
を
一
分
引
き
下
げ
る

特
例
措
置
を
考
え
て
い

ま
す。

な
お
農
業
団
地

の
形
成
と
関
連
し
て
規
模
拡
大
を

推
進
す
る
た
め
、
富
山
県
農
地
開
発
公
社
を
四
七
年

八
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
公
社
は
土
地
を
買
い

入
れ
、
規
模
拡
大
を
目
指
す
農
家
に
安
く
売
り
渡
す

業
務
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
(
詳
細
は
、
市
町
村

役
場
、
農
協
、
県
農
政
課
、
農
業
改
良
普
及
所
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

特集 :農業団地で

豊かな農村を
3 



し団地で豊川農村を農業団地のあらま:特集、

農団地

需要の増大する作目を中心に農業生産基盤の整備、高能

広域営

生産団地の育成とあいまって、基幹農道の整備、集出荷

施設等の導入、管理体制の整備を進める。

高能率生産団地

率な機械の導入、近代的施設の整備を進める。

助成の対象となる

主要施設
助成の対象となる

主要施設
標準的な規模

肉

地設、輸送施設、

格付包装施設、集

売場、電光セリ機、

汚物焼却施設

ークリフト

選果・荷造施設、

低温貯蔵庫、機械

食鶏処理加工施設、

冷蔵施設、汚水処

理地設、と殺処理

と場、カット肉室、

冷蔵庫

低温貯蔵庫、フォ

集荷・選別施設、

選果、包装設備、

卵施設

食肉センター

豚換算

3，000頭/年

1.000ha 

食鶏

4，000)]5]/日

卵20万個/日

500l'i員/日

2万t/年

家畜市場

牛換算

かんきつ

分

食鶏・鶏卵

牛

菜

樹

区

追込式家畜飼養施

設、放飼場、サイ

ロ、 トラクタ一、

集団肥育施設

豚

野

果

標準的な規模

500Ji頁

牛舎、フィーダ一、

搾乳施設、液肥か

トラクタ一、乾燥・

貯蔵施設、成型機

加工施設、温室・

付帯施設

分

牛

冷施設、集出荷施

設、電算機、処理

トラクタ一、かん

水施設、貯蔵・予

んがい施設、乾燥・

貯蔵施設

300l'i員

へイレージの

30ha 

露地

施設 3万m'

用

区

へイキューブ

の場合 100ha

10ha 

場合

農

料

菜

飼

酪

者E

野

e 
~. 

主且乙
勾、

づ

v
旨
主
洛
丙
択
を
庁
設

で、

d
A
S
E
ι

，1叶乃
J
包
事
官
q

ヨn仲

消
費
者
米
価
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
以
降
、

三

年
間
す
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
こ

の
消
費
者
米
価
の
基
礎
と
な
る
政
府
売
渡
基
準
価
格

が
平
均
七

・
五
切
れ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

消
費
者
米
価
も
改
定
き
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
米
の
配
給
品
目
も
、
こ
れ
ま
で
は
、
標
準

価
格
米
、
徳
用
上
米
、
自
主
流
通
米
の
三
本
立
て
で

あ
っ
た
も
の
が
、
新
た
に
、
指
定
銘
柄
米
が
加
わ
り

四
本
立
て
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
価
格
改
定
の
特
色
は
、
食
味
に
よ
っ
て
価

格
差
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

指
定
銘
柄
米
は
、

一
i
四
等
の
国
が
指
定
し
た
味

の
良
い
優
良
品
種
(
銘
柄
米
)
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
県
の
場
合
は
、
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、
越
路
早
生
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
日
本
晴
の
四
品
種
で
す
。

標
準
価
格
米
は
、
主
と
し
て
、
本
県
産
の
非
銘
柄

米
(
ヨ
モ
マ
サ
リ
、
富
交

ω号
、
明
星
等
、
多
く
の

種
類
が
あ
る
)
の

一
i
四
等
米
を
原
料
と
し
た
も
の

で
す
。

徳
用
上
米
は
、
主
と
し
て
本
県
産
の
銘
柄
米
と
非

銘
柄
米
の
五
等
玄
米
を
原
料
と
し
て
い
ま
す
。

自
主
流
通
米
は
、
本
県
産
銘
柄
米
の
一

i
三
等
を

原
料
と
し
た
も
の
で
す
。

本
県
の
消
費
量
の
約
八
五
軒
は
、
標
準
価
格
米
が

占
め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
本
県
は
、
良
質
米
の

生
産
県
で
、
銘
柄
米
が
全
生
産
量
の
八

o
rに
達
し

て
い
る
た
め
、
非
銘
柄
米
だ
け
で
つ
く
ら
れ
る
標
準

価
格
米
が
不
足
し
な
い
よ
う
、
他
県
産
の
も
の
を
移

入
す
る
な
ど
し
て
、
確
保
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

， 
b 

すマ
新
し
い
価
格

新
し
い
価
格
に
よ
る
と
、

一
O
詰
当
り
標
準
価
格

米
は

一
、
六

一
O
円
、
新
設
の
銘
柄
米
は
一
、
七

O

O
円
前
後
と
な
り
ま
す
。
銘
柄
米
の
価
格
は
、
本
県

の
よ
う
に
銘
柄
米
の
生
産
割
合
の
多
い
県
の
場
合
、

国
は
政
府
売
渡
価
格
を
値
引
き
(
玄
米
六

O
詰
当
り

一
五

O
円
)
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
値
引
分
だ
け

安
く
買
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
家
計
に
及
ぼ
す
影
響

昭
和
四
十
六
年
七
月
か
ら
昭
和
四
十
七
年
六
月
ま

で
の
一
年
間
の
、

一
世
帯
平
均

一
カ
月
当
り
の
消
費

支
出
の
中
で
占
め
る
米
代
の
割
合
は
、
全
世
帯
が
三

・
六
打
、
勤
労
世
帯
の
平
均
が
三

・
四
行
で
す
。

こ

れ
を
基
準
に
し
て
、
今
回
の
消
費
者
米
価
の
改
定
に

よ
る
家
庭
へ
の
影
響
を
計
算
し
て
み
る
と
、
全
世
帯

当
り
二

O
六
円
、
消
費
支
出
総
額
の

0
・
二
軒
、
勤

労
者
世
帯
一
カ
月
当
り
一
九
七
円
、
消
費
支
出
総
額

の

0
・
二
軒
程
度
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
総
理
府
の
家
計
調
査
で
、
人
口
五
万
以
上

の
都
市
で
の
消
費
支
出
に
占
め
る
米
類
の
支
出
割
合

を
み
る
と
、
昭
和
三
十
五
年
に
一

0
・
三
軒
で
あ

っ

た
も
の
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
、
四

・
一
軒
と
減

少
し
て
き
て
お
り
、
家
計
へ
の
影
響
は
、
あ
ま
り
大

き
く
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
米
価
引
上
げ
を
口
実
に
、
米
を
原
料
と
す

る
食
品
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
物
の
値
段
を
便
乗

し
て
値
上
げ
し
な
い
よ
う
、
県
は
、
指
導
し
て
い
ま

す
が
、
消
費
者
の
皆
き
ん
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

化センタ一、地帯

分級施設、花粉開

蔵施設、選別・処

蚕種共同催青施設、

防疫施設、選繭施

設

乾燥 ・調整 ・貯蔵

高貯蔵施設

取引斡旋施設、貯

理 ・加工施設

りんご 600ha

その他 300ha

4，000ha 

500t/年

5，000ha 

100-物

ゆ

産

米

キ寺

ま

スフ。リンクラー

軌道施設、動力運

搬車、クレーント

ラック

トラクタ一、育苗

施設、加工・選別・

乾燥・貯蔵・集出

荷施設

トラクタ一、乾燥・

調整施設

15ha 

20-80ha 

50ha 

100ha 

水田

畑

樹

物産

果

特

施設、トラクタ一、

農業管理センタ一、

恒温恒湿貯蔵施設、

包装処理出荷施設、

公害対策施設

コンパイン

5 -10市町村
=/t. 
員又

多作目対象

施

トラクタ一、散水

かんがい施設、堆

厩肥舎、自動飼育

装置、暖房機

施設

刈取機、脱葉機、

搬出機

100ha 

20ha 

20ha 

菜

きぴ

ゆ

ん

さとう

ま

CIて

幹農道基

成措置B力成措置B力

%-Yz (基幹農道整備65%)助率補%一%補助率

肩虫

-農林漁業金融公庫資金(補助残融資) 6分 5厘

-農業近代化資金については、貸付金利の特例(個人 5分、農協等 6分)が受けられる途があります。

措置金

デル農業団地

4 

モ

「農村基盤総合整備パイロット事業」により農業生産基盤の整備と農村環境の整備を一体的に行なうとともに、あ

わせて「農村施設等総合整備事業」または「第 2次農業構造改善事業」により各種農業近代化施設の導入を図り、

豊かで近代的な農村社会の建設を進めようとする事業です。



展
示
を
中
心
と
し
た

民
衆
の
大
学

「
博
物
館
行
き
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。

博
物
館
と
は
、
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
役
に
立
た
ぬ
も

の
、
日
常
生
活
で
使
え
ぬ
珍
ら
し
い
も
の
が
置
か
れ

て
い
る
所
、
つ
ま
り
古
い
ガ
ラ
ク
タ
が
並
べ
て
あ
る

場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
生
れ
た
こ
と
ば
と
思
わ

わ
μ
土
品
十
7
0

事
実
、
か
つ
て
の
博
物
館
に
は
、
た
だ
慢
然
と
物

を
並
べ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
に
な
り
、

世
界
的
に
博
物
館
の
重

要
き
の
認
識
が
高
ま
り
、
博
物
館
は
、
実
物
に
よ
る

教
育
の
場
で
あ
り
、
知
識
と
体
験
の
場
、
あ
る
い
は

民
衆
の
大
学
と
し
て
高
〈
評
価
き
れ
る
よ
う
に
な
り

ふ志

1
v
h
~
。

昭
和
初
年
に
博
物
館
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
第
二

条
で
、

博
物
館
は
、

J
V
作
(
資
料
)
を
、
或
る
ゆ
(

場
所
)
に
収
集
し
保
管
し
、
調
査
研
究
し
た
資
料
を

展
示
し
て
、
ひ
廿
(
人
)
に
見
せ
る
こ
と
を
中
心
と

し
た
教
育
機
関
と
き
れ
て
い
ま
す
。

も
の
を
集
め
保
管
す
る
だ
け
な
ら
倉
庫
で
良
い
し

調
査
研
究
だ
け
な
ら
、
研
究
所
や
大
学
で
良
い
し
、

教
育
だ
け
な
ら
、
学
校
、
公
民
館
、
図
書
館
で
間
に

合
う
で
し
ょ
う
。
博
物
館
と
は
三
つ
の
機
能
す
な
わ

ち
、
収
集
保
存
、
調
査
研
究
、
.
展
示
を
中
心
と
し
た

教
育
普
及
が
そ
ろ
っ
て
、
始
め
て
正
し
い
博
物
館
と

い
え
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
博
物
館
活
動

と
い
い
、
広
義
の
教
育
活
動
な
の
で
す
。

こ
の
本
物
(
実
物
)
を
見
せ
あ
る
い
は
触
れ
き
せ

て
、
感
じ
き
せ
、
発
見
き
せ
、
考
え
き
せ
る
こ
と
は
、

い
わ
ば
教
育
川
原
点
と
も
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
他

の
教
育
手
段
、
例
え
ば
、
教
科
書
な
ど
に
よ
る
学
校

教
育
、
読
書
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
は
得
ら
れ
な
い
、

博
物
館
独
自
の
方
法
で
す
。
そ
の
意
味
で
も
博
物
館

は
展
示
活
動
が
中
心
と
な
る
べ
き
こ
と
は
明
ら
か
で

1
1
)

ト
歩
、
「
ノ
。

県
内
に
は
、
ま
だ
県
立
の
博
物
館
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市
立
、
私
立
の
博
物
館
お
よ
び
博
物
館
相
当
施

設
が
合
わ
せ
て
十
一
館
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
お
い
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

施 設 名 称 所 在 地 片吊"- 設 展 刀三 物 {蔚 考

高岡市立美術館 高岡市定塚町11番の l
高岡の伝統産業の銅器、金工、漆工芸品などの美術工

宮高岡(0766)23 -2032 
年末年始

芸資料を展示 のみ休館

全国でも数少い野外博物館宮。七キ ロのコースは遺、天然
-年中無休。入場無料

朝日町宮崎自然博物館 下，朝日町宮崎24
記念物の鹿島樹叢を中心に 崎城跡、玉っくり 跡な

どがあるイ。寸自然観察とレクリエーシヨンの地としての 宮朝日 (07658)2 -2197 
博物館。 属地設一資料館

越中売薬の資料、富山藩のヨロイ、カプトなどが中心 -毎入館週月曜日休館

富山市立郷土博物館 富山市丸の内 lの62 その他江戸から明治までの富山藩の掛軸。ホタルイカ
- 料 大人30円、高・大学生20円

小人10円

カモシカの標本。考古出土品。 宮富山(0764)32ー7911

魚津市立特別天然記念 国指定天然記念物「魚津埋没林」の原生林の樹根など
.12月一 3月までイ木館

魚津市釈迦堂三田割814の5
-入館料 大人30円、中・高生20円、

物埋没林博物館 の展示 小学生15円
宮魚津(0765)22ー1 し

富山美術館
富山市本丸 1の33

常設展示物はないが、春夏秋に陶器と絵画展、その他 -入館料 大人100円、学生50円

(佐藤美術館) お茶室として広〈利用されている。 宮富山(0764)32-9031 

財団法人富山県民会館
富山市新総曲輪4の18 常設展示物はないが、美術展が数多くひらかれている。 宮富山(0764)32-3111 3 F 

博物館

高岡市立博物館 高岡市古城1の5
高岡の「祭礼まつり」に関する民俗資料と伝統産業の

宮高岡(0766)23 -2032 
諸資料を展示

日本海の水産動物のほか、熱帯魚、カメ、他金鳥魚など年 .12月-3月までイ木館

魚 i章 水 族 館魚津市大町42の 1 間550種にのぼるものが水槽漁で法見のれ歴る史。その 類具、ほ -入館料 大人80円、中・高生50円、

にゅう類、魚介類の標本、 がわかる漁 小学生40円
ノマネル。 宮魚津(0765)22ー0818

各国の木工品、陶器、織物、染物など一般民衆の手づ
-毎週月曜日休館

富山市立民芸館 富山市安養坊呉羽公園内
くりの民芸品

-入館料大人100円、高校生以下30円

宮富山(0764)31-6466 

財団法人二上山郷土
-上山一帯の出土品、古文書。 -年中無休

資料館
高岡市域光寺大谷9 自然科学では植物、蝶類、鳥、魚介類の標本。あらた -入館料 大人100円、こども50円

に県下の万葉の歌碑の拓本完備。 宮高岡(0766)44-3613 

渡来仏を中心にヨロイ、甲ちゅう 、古銭、 古鏡など
-年中無休

河 内 美 体1 館 下，字奈月町字奈月 -入館料 大人200円、こども 100円
5，000点以上の展示

宮宇奈月(07656) 2 -1257 



ーや質問に答えて

シ
ロ
ア
リ

一H
H

同
一
J
木
造
住
宅
で
す
が
、
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
で
困
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
防
除
法
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま

す
。

吾
答
え
一

J
町

ηリ
は
暖
か
く
、
湿
気
の
多
い
環
境
を
好
み
ま

す
。
我
が
国
に
棲
息
し
て
い
る
の
は
五
種
類
で
す
が
、

そ
の
う
ち
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
の
は
主
と
し
て
ヤ

マ
ト
シ
ロ
ア
リ
と
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
で
す
。

「
た
か
が

米
粒
ほ
ど
の
白
ア
リ
」
と
あ
な
ど
る
こ
と
は
禁
物
で

す
。
そ
の
繁
殖
力
は
き
わ
め
て
旺
盛
で
、
巣
づ
く
り

を
は
じ
め
る
と
二
、

三
年
の
う
ち
に
数
十
万

1
百
万

匹
に
も
繁
殖
し
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
柱
、
は
り
、
土

台
な
ど
建
物
の
重
要
な
部
分
を
食
い
荒
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
場
所
は
壁
の
内
側
な
ど
目
に
触
れ
な
い

私
た
ち
が
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
さ
い

に
、
何
を
基
準
に
買
う
で
し
ょ
う
か
。

商
品
見
本
を
テ
ス
ト
し
て
、
そ
の
性
能
や
品
質
、

値
段
を
よ
く
確
め
て
買
え
れ
ば

一
番
よ
い
の
で
す
が
、

そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
商
品
に
表
示
し
て
あ
る
事
項

を
よ
く
読
ん
で
、
商
品
を
販
売
す
る
人
に
確
め
る
し

か
方
法
は
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、

一
番
大
切
な
の

は
表
示
が
正
し
く
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
や
や

も
す
る
と
、
消
費
者
が
錯
覚
し
た
り
、
誤
認
す
る
よ

う
な
表
示
が
し
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
表
示
に

つ
い
て
の
注
意
点
を
五
つ
、
六
つ
。

ウ
ソ
の
表
示
、
誇
大
な
表
示

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
ウ

ソ
の
表
示

が
あ
り
ま
す
。
天
然
果
汁
は
入

っ
て
い
な
く
、
合
成

着
色
料
で
色
つ
け
し
た
も
の
を

O
O
ジ
ュ
ー
ス
と
表

示
し
た
り
、
花
か
つ
お
と
表
示
し
、
絵
も
か
つ
お
の

絵
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
他
の
魚
を
原
料
に

使
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

価
格
や
販
売
条
件
の
ウ
ソ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ま
ぎ
ら
わ
し
い
語
を
使
っ
て
、
非
常
に
優
良
品
で
あ

る
か
の
よ
う
な
、
非
常
に
有
利
で
あ
る
か
の
よ
う
な

表
示
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
見
き
わ
め
ま
し
ょ
う
。 、回

場
合
が
多
い
の
で
、
知
ら
ぬ
間
に
被
害
を
受
け
て
気

が
つ
い
た
ら
家
が

H

フ
抜
げ
。
状
態
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
例
も
多
い
の
で
す
。

白
ア
リ
が
特
に
好
ん
で
巣
を
つ
く
る
場
所
は
台
所
、

ふ
ろ
場
、
便
所
と
い
っ
た
湿
気
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

普
通
、
自
分
の
家
が
荒
き
れ
て
い
る
の
に
気
付
く

の
は
羽
ア
リ
が
飛
出
す
時
で
す
。
白
ア
リ
が
群
を
な

し
て
飛
ぴ
は
じ
め
る
の
は
五
月
の
中
頃
で
、
こ
れ
は

種
族
繁
殖
の
た
め
の
「
結
婚
飛
行
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
こ
の
時
期
に
白
ア
リ
の
群
舞
を
確
認

し
て
い
る
人
は
白
ア
リ
防
除
対
策
を
立
て
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

防
除
措
置
を
と
り
や
す
い
の
は
新
築
の
場
合
で
、

こ
れ
は
し
ろ
う
と
で
も
容
易
に
で
き
ま
す
。
新
築
家

屋
の
便
所
、
台
所
、
ふ
ろ
場
に
位
置
す
る
土
壌
中
に

薬
剤
(
薬
局
で
白
ア
リ
専
用
の
薬
剤
が
市
販
き
れ
て

い
ま
す
。
)
を
散
布
し
、
木
部
に
も
あ
ら
か
じ
め
薬
剤

を
塗
布
し
て
お
け
ば
い
い
の
で
す
。
そ
の
土
壌
処
理

は
基
礎
の
周
囲
の
土
壌
中
に
約
三

0
セ
ン
チ
の
深
さ

に
散
き
、
ま
た
、
柱
な
ど
に
薬
剤
を
塗
る
際
は

一

μ

の
高
さ
ま
で
行
な
い
、
床
下
部
材
は
全
部
薬
剤
処
理

を
す
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
新
築
す
る
場
合
、
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
床
下
に
木
片
や
飽
屑

を
残
し
て
お
か
な
い
こ
と
で
す
。
床
下
に
板
屑
を
捨

て
た
ま
ま
に
し
て
い
た
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
の

家
に
白
ア
リ
が
繁
殖
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り

白
ア
リ
が
好
み
そ
う
な
環
境
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
が

肝
心
で
す
。

ま
た
一
方
、
一
た
ん
住
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
白
ア

リ
を
駆
除
す
る
に
は
、
モ
ル
タ
ル
や
タ
イ
ル
を
は
が

し
て
被
害
を
受
け
た
付
近
の
木
材
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

穴
を
あ
け
て
防
蟻
剤
を
注
入
し
た
り
、
さ
ら
に
床
下

な
ど
を
調
査
し
、
巣
を
探
し
当
て
熱
湯
な
ど
を
注
入

し
ま
す
。
し
か
し
一
た
ん
白
ア
リ
に
と
り
つ
か
れ
る

と
素
人
で
は
な
か
な
か
駆
除
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

要
は
、
新
築
の
と
き
の
措
置
が
最
も
大
切
で
す
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
木
材
試
験
場
又
は
林
政
課
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

木
材
試
験
場

T
E
L
O
七
六
六
五
l
五
上
一
八
一
五

林
政
課

・

T
E
L
O
七
六
四
l
三
一
ド
四
一

一
一

内
線
五
八
七

1
五
九
三

O
錯
覚
を

己
せ
る
よ
う
な
表
示

観
光
み
や
げ
品
な
ど
で
、
箱
の
底
に
敷
物
を
浮
か

し
て
入
れ
る
ア
ゲ
ゾ
コ
の
も
の
や
、
真
中
を
く
り
抜

い
て
中
身
を
見
せ
て
、
一
杯
詰
っ
て
い
る
よ
う
に
見

か
け
る
も
の
も
表
示
方
法
の

一
つ
で
す
。

特
売
広
告
な
ど
で
「

O
O商
品
、

0
0円
か
ら
」

と
表
示
し
て
、
そ
の
商
品
が
実
際
に
表
示
さ
れ
た
安

値
で
売
ら
れ
た
の
は
、
た
っ
た
一

i
二
点
だ
け
と
い

う
も
の
。

「
生
レ
モ
ン
か
ら
と

っ
た

O
O
レ
モ
ン
」

と
天
然
レ
モ
ン
果
汁
い
っ
ぱ
い
の
よ
う
な
錯
覚
を
起

こ
さ
せ
て
、
実
際
は
少
量
の
レ
モ
ン
に
香
料
、
着
色
料
、

水
を
加
え
た
も
の
な
ど
。

O
安
く
み
せ
る
た
め
の
二
重
価
格
表
示

「
市
価

一
七
五
、

0
0
0
円
、
特
価

一
二
、

0
0

0
円
」
と
表
示
し
て
あ
る
が
、

一
七
五
、

0
0
0円

と
い
う
市
価
が
全
く
架
空
の
も
の
で
あ
る
場
合
、
ま

た
「
割
賦
価
格
九
五
、

0
0
0円
」
と
あ
る
が
、
月

々
支
払
の
合
計
額
が
九
五
、

0
0
0円
を
超
え
る
場

合
。O国

産
品
を
外
国
製
に
み
せ
か
け
る
表
示

国
産
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
包
装
紙
、
箱

の
ど
こ
に
も
国
産
品
で
あ
る
旨
を
書
か
ず
、
横
文
字

を
並
べ
て
外
国
製
の
よ
う
に
見
せ
か
け
た
り
、
せ
ん

い
品
な
ど
で
生
地
が
外
国
製
、
縫
製
が
国
内
、
ま
た
、

糸
は
外
国
製
で
、
織

っ
た
の
は
圏
内
と
い
う
も
の
を
、

全
部
外
国
製
の
よ
う
に
表
示
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
中
古
車
を
自
家
用
だ
っ
た

と
偽
る
の
や
、
消
費
者
が
乗
っ
て
く
る
よ
う
な
事
項

の
み
を
表
示
し
て
、
不
利
に
な
る
事
項
を
故
意
に
隠

し
た
表
示
、
現
物
と
違
っ
た
見
本
を
表
示
し
た
も
の

な
ど
も
不
当
表
示
で
す
。

こ
の
よ
う
な
表
示
を
見
か
け
た
と
き
は
、
直
ち
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
富
山
市
新
総
曲
輪
二
|

県
民
会
館
内
、

T
E
L
三
二
|
九
二
三
三

)
か
県
斤

...・・・4・・4・・4・・4・・・4・・4・・・・・4・4・・・・4・・4・、• 
その名も、山に富む。富山県における木材の生産量は総供給量の約 7%(昭和45年度) :

にしかすぎません。本県の木材の需給動向についてみますと昭和46年度てeは需要量の9072

木材試験戸 別材の輸入ーさきえられており M川も北凶洋桝糊材…オ
q 扇玖民惨I 央 易易彦 がそmの川うち切問…の仰叫7九4ω8脱仰%を砧占帥めM叫いてわかい、る現状です。 : 

わが国に輸入きれる北洋材の約25%は、富山新港をはじめ県内三つの港に入荷しますが争

単なる流通基地的色彩が強い状況です。これでは本県内にストックできる附加価値の向上る

は望むべくもありません。 空
北洋材は耐久性に欠けるとか、加工性が悪いとか言われ、とかく敬遠きれています。こ 争

れらの問題について究明し、技術を開発して建築用材として需要増加の著しい、住宅の 室

内装、外装材、柱などにいたる各種建材の製造試験等を行ない、県内木材業界の生産性をe
高める努力をしているのが全国でも珍しい、独立した木材試験場です。 : 

46年4月に各種試験棟が完成し、本格的試験研究業務が進められております。場所は射φ
水郡中央部の小杉町太閤山ニュータウンの一角にあり、近くには県立技術短期大学、職業5
訓練センタ一、公害センターなどもあり、環境に恵ぐまれたところです。 .

場内敷地は、 15，856m'でここに管理棟をはじめ各種試験棟五棟の施設 2，156m'を備え、 面

各種木材加工用機械、試験機器が設置きれています。組織は、庶務課、材料試験課、木質宝

改良試験課、化学利用試験課の四課からなり、①技術普及センターとして、中小木材産業の争

技術向上と、これに関連する試験研究、②北洋材、国産材および南洋材などの木材資源を2
対象とし、木材の高密度利用に関する技術および経済研究、③木材産業および木材を主材争

とする製品の生産技術と品質の向上に関する技術相談、現地指導など普及指導を行なうは5
か、技術者の養成、受託試験など一般の要望に応じ、木材産業の技術水準の向上、④内外舎

の技術情報、研究資料等の紹介、などを中心的課題として推進しており、木材業界はむろ争

んのこと、 一般消費者各位のご利用をお待ちしております。 . • • 、4・4・4・・4・4・・・4・4・・4・・4・・・・・・・・・・4・・・4・4・・・・・4・4・4・・・4・.・・・4・4・4・・・・・・4・4・・・4・・4・4・・4・・

木材産業を育てる
不
当
な
表
示
に

ま
ど
わ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

県
民
標

(富
山
市
新
総
曲
輪

一
|
七
、

T
E
L
コ
二

|
四

一
一
一
)
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

あ
な
た
が
ひ
っ
か
か
っ
た
時
は
必
ず
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
事
業
者
の

表
示
が
悪
い
の
で
す
か
ら
。

9 



広
域
基
幹
農
道

現
在
、
交
通
運
搬
は
、
国
道

8
号
線
と
日
号
線
に
通
じ
る
県
市
町
村
道
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
未
整
備
で
最
近
の
交
通
量
の
急
増
で
各
道
路

は
飽
和
状
態
を
示
し
、
生
産
物
の
運
搬
流
通
に
支
障
を
来
た
し
て
き
て
い
る
。

い
ま
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
に
よ
り
、
広
域
農
道
は
国
道
、
北
陸
高
速
道

を
結
び
、
各
営
農
団
地
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
な
る
。
さ
ら
に
、
ほ
場
整
備
事
業

に
よ
り
大
規
模
生
産
組
織
を
確
立
し
、
流
通
機
構
が
広
域
的
に
改
善
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
生
産
性
の
向
上
と
経
営
の
安
定
が
約
束
さ
れ
る
。



-
山
岳
警
備
隊
紹
介

等
を

一
層
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

な
お
、
六
名
の
職
員
は
、
警
察
本
部
警
ら
課
に
所

属
し
て
、
室
堂
、
剣
沢
、
馬
場
島
な
ど
の
山
岳
警
備

派
出
所
に
常
駐
し
て
登
山
者
の
安
全
確
保
と
救
助
活

動
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
新
し
く
山
岳
警
備
隊
員
と
し
て
採
用
さ
れ

た
、
六
名
の
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
志
鷹
三
義

立
山
ガ
イ
ド
の
村
芦
耕
一寺
に
生
れ
、
幼
少
か
ら

立
山
、
剣
岳
に
登
り
登
山
ガ
イ
ド
や
狩
猟
等
を
経

て
、
山
岳
救
助
隊
設
置
と
と
も
に
隊
長
と
し
て
採

用
さ
れ
、
多
く
の
救
助
活
動
に
あ
た
っ
て
き
た
。

立
山
、
剣
岳
方
面
を
自
分
の
庭
の
ご
と
く
知
り

尽
し
て
い
る
。

二
、
佐
伯
盛
一

志
鷹
三
義
と
同
様
、
幼
少
か
ら
登
山
し
、
ほ
と

ん
ど
の
山
登
り
を
経
験
し
て
い
る
。

山
岳
救
助
隊
設
置
当
初
か
ら
の
隊
員
で
、
登
山

技
術
の
優
秀
き
と
、
岩
魚
釣
り
の
名
手
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。

三
、
高
島
秀
雄

黒
部
川
畔
音
沢
に
生
ま
れ
、
黒
部
峡
谷
周
辺
を

北
ア
ル
プ
ス

一
帯
の
山
岳
遭
難
事
故
は
、
登
山
人

口
の
増
加
に
比
例
し
て
、
年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
救
助
活
動
、
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
に
と
、
日
夜
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
県
警
山

岳
警
備
隊
に
、
こ
と
し
四
月

一
日
付
を
も
っ
て
、
六

名
の
山
男
が
新
た
に
採
用
き
れ
、
山
岳
警
備
隊
は
い

ま
ま
で
の
二
十
五
名
か
ら
三
十
一
名
編
成
と
な
り
一

層
強
化
き
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
山
男
達
は
、
昭
和
四
十
四
年
五
月

一
目、

富
山
県
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
の
救
助
部
に
属
す

る
山
岳
救
助
隊
と
し
て
、
四
名
の
隊
員
で
発
足
し
、

県
警
山
岳
警
備
隊
員
と
と
も
に
遭
難
救
助
活
動
に
活

躍
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
共
に
働
く
警
備
隊
員

に
比
べ
て
、
保
障
制
度
も
完
全
で
は
な
く
、
身
分
的

に
確
立
さ
れ
で
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
発

展
的
に
解
消
し
、
警
察
職
員
と
し
て
採
用
し
、
山
岳

警
備
隊
に
編
入
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
山
岳
警
備
隊
員
と
同
様
に
身

分
保
障
が
確
立
き
れ
、
さ
ら
に
、
今
ま
で
別
々
に
な

っ
て

い
た
救
助
組
織
が

一
本
化
き
れ
て
、
救
助
活
動

dz 

冬
山
は
、
白
一
色
の
装
い
を
し
て
、

山
の

も

っ

と

画

を

た

て

、

登

山

に

は

、

つ

ぎ

の

諸

点

を

よ

く

守

り

、

も
美
し
い
姿
を
現
わ

し

て

若

人

の

訪

れ

を

待

っ

て

い

冬

山

の

安

全

登

山

を

心

が

け

る

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

ま
す
。
し
か
し
、
冬
山
は

美

し

い

姿

と

と

も

に

限

り

な

り

ま
せ
ん
。

な

い

厳

し

い

条

件

が

待

っ

て

お

り

、

過

去

幾

多

の

ア

件

、

冬

山

は

、

他

の

シ

ー

ズ

ン

に

比

較

し

、

と

く

に

ク
シ
デ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
若
き
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
が
犠

耐
寒
力
、
忍
耐
力
が
必
要
で
あ
り
、
事
前
に
基
礎

牲

と

な

っ

て

い

ま

す

。

技

術

の

体

得

と

十

分

な

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

を

行

な

う

冬
山
は
、
厳
し

い

気

象

条

件

に

左

右

さ

れ

、

強

い

こ

と

。

風
雪

、

気

温

の

低

下

、

豪

雪

な

ど

に

加

え

て

悪

天

候

口

、

長

期

の

豪

雪

な

ど

最

悪

の

状

態

に

対

処

で

き

る

の
連
続
で
、
晴
天
の
日
は
数
え

る

ほ

ど

し

か

あ

り

ま

計

画

、

装

備

食

糧

な

ど

を

整

え

る

ほ

か

、

パ

l
テ

せ
ん
。
と
く
に
北

ア
ル
プ
ス
の
北
端
に
位
置
し
、
日

ィ

は

経

験

豊

富

な

リ

ー

ダ

ー
お
よ
び
パ
ー
テ
ィ
員

本
海
に
面
し
て
い
る
立
山
、

剣

岳

連

峰

は

、

シ

ベ

リ

で

編

成

し

、

統

一
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
。

ア

大

陸

か

ら

襲

う

寒

気

団

と

日

本

海

上

を

急

速

に

東

日

、

目

的

の

山

岳

に

対

す

る

実

態

と

気

象

条

件

な

ど

へ

移

動

す

る

低

気

圧

の

影

響

で

、

強

風

、

豪

雪

な

ど

の

事

前

研

究

を

十

分

に

行

な

う

ほ

か

、

入

山

前

の

の
状
態
が

一
段

と

激

し

い

う

え

に

長

期

間

続

き

ま

す

。

気

象

情

報

の

入

手

に

つ

と

め

、

気

象

の

変

化

に

即

多
量
の
降
雪
は
、
行
動
を
妨
げ

、

雪

崩

の

危

険

を

い

応

し

た

行

動

に

入

る

こ

と

。

っ
ぱ
い
は
ら
ん
で
い

ま
す。

回、

冬
山
は
、
い
つ
で
も
雪
崩
の
危
険
が
伴
う
の
で
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
剣
岳
を
他

の

山

と

同

一

視

し

て

降

雪

中

と

そ

の

翌

日

は

行

動

を

中

止

し

て

、

雪

崩

安
易
に
登
山
す

る

パ

ー

テ

ィ

は

、

剣

岳

の

厳

し

き

に

発

生

の

状

態

を

観

察

し

、
安
全
を
期
し
て
行
動
す

屈
服
し

、

容

赦

な

く

そ

の

姿

を

雪

中

に

葬

り

き

ら

れ

る

こ

と

。

て

し

ま

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

回

、

吹

雪

中

の

行

動

は

、

視

界

が

悪

く

コ

l
ス
を
誤

本
県
の
冬
山
で
は
、
薬
師
岳
で
の
愛
知
大
生

二
ニ

り
や
す
い
ほ
か
、
雪
崩
の
発
生
、
雪
庇
の
崩
壊
な

名
全
員
の
凍
死
事
故
、
剣
岳
の
八

一
名

(

う

ち

死

者

ど

危

険

性

を

察

知

す

る

こ

と

が

不

確

実

と

な

る

の

一

九

名

)

に

お

よ

ぶ

大

量

遭

難

事

故

の

ほ

か

、

吹

雪

で

、

急

斜

面

や

ヤ

セ

尾

根

な

ど

の

行

動

は

避

け

る

や
雪
崩
に
よ
る
遭
難

の

多

発

を

み

て

お

り

、

そ

の

犠

こ

と

。

牲
者
は
一

一
八

人

の

多

く

を

数

え

ま

す

。

的

、

行

動

中

は

、

ト

ラ

ン

シ

ー

バ

ー

の

交

信

に

留

意

冬

山

登

山

は

、

ス

ポ

ー

ツ

で

あ

り

、

若

人

の

試

練

し

、

登

山

基

地

、

パ

ー

テ

ィ

聞

な

ど

で

情

報

交

換

場

で

あ

る

と

は

い

え

、

大

き

な

危

険

を

伴

い

、

そ

の

を

確

実

に

行

な

い

、

行

動

の

安

全

を

期

す

る

こ

と

。

犠

牲

者

が

余

り

に

も

多

い

こ

と

か

ら

、

社

会

に

及

ぼ

岡

、

頂

上

ア

タ

ッ

ク

に

際

し

て

は

、
隊
員
の
編
成
、

す

影

響

も

多

大

で

す

。

本

県

で

は

富

山

県

登

山

届

装

備

食

糧

の

携

行

な

ど

、

不

時

の

事

態

に

即

応

で

出
条
例
を

制

定

し

冬

の

剣

岳

を

登

山

す

る

際

の

届

出

き

る

体

制

を

整

え

て

行

動

す

る

こ

と

。

を
義
務
づ
け
、
き
ら
に
い
馬
場
島
に
山
岳
警
備
隊
を

ω、
雪
崩
発
生
の
危
険
地
帯
、
氷
雪
地
帯
な
ど
は
、
携

配
置
し
て
冬
山
事
故
防
止
に
つ
と
め
て
い
ま
舟
。

行
装
備
を
十
分
に
駆
使
し
て
行
動
の
安
全
を
は
か

今
冬
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
登
山
者
は

f
k
県
の

る
と
と
も
に
、
下
山
行
動
に
あ
た
っ
て
は
、
最
終
地

冬
山
が

持

つ

特

殊

性

を

十

分

に

研

究

し

、

情

重

な

計

点

に

到

達

す

る

ま

で

、

と

く

に

慎

重

を

期

す

る

こ

と

。

中
心
に
山
登
り
を
行
な
い
、
悪
路
の
山
歩
き
に
か

け
て
は
彼
の
右
に
出
る
者
は
い
な
い
と
き
え
い
わ

れ
て
い
る
。

本
年
九
月
の
救
助
訓
練
で
、
黒
部
峡
谷
上
の
廊

下
か
ら
鷲
羽
岳
源
流
ま
で
遡
行
し
、
つ
い
に
黒
部

川
源
流
か
ら
富
山
湾
河
口
ま
で
の
黒
部
川
完
全
遡

行
を
行
な
っ
た
。

四
、
北
山
幹
郎

魚
津
工
高
校
卒
業
後
、
夏
季
は
山
小
屋
、
冬
は

ス
キ
|
場
で
働
き
、
冬
山
、
岩
場
、
ス
キ
ー
と
何

で
も
こ
な
す
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
の
山
男
、
特
に
山

歩
き
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、
身
体
全
体
が
心
臓
の

よ
う
な
男
で
若
き
に
も
の
を
い
わ
せ
山
岳
警
備
隊

の
中
堅
と
し
丈
活
躍
、
全
日
本
ス
キ

l
連
盟

一
級、

日
本
ス
キ

l
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

五
、
谷
口
守

旭
硝
子
に
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
登
山
界
の
名

門
、
関
西
登
高
会
に
所
属
し
全
国
各
地
の
山
登
り

を
行

っ
て
い
た
が
、
北
ア
ル
プ
ス
に
魅
了
さ
れ
、

つ
い
に
会
社
を
辞
め
、
山
小
屋
へ
勤
務
し
、
数
多

く
の
遭
難
救
助
に
協
力
し
、
そ
の
技
術
が
認
め
ら

れ
隊
員
増
員
の
際
入
隊
し
た
。

近
代
登
山
技
術
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
山
岳
警

備
隊
の
中
堅
隊
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

六
、
佐
伯
亀
則

学
生
時
代
か
ら
山
小
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る

な
ど
、
山
に
対
す
る
知
識
、
技
術
は
、
芦
餅
寺
生

れ
の
男
と
し
て
当
然
の
よ
う
に
備
え
て
お
り
、
今

後
の
訓
練
で
近
代
的
な
登
山
技
術
を
身
に
つ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
救
助
活
動
の
大
き
な
原
動
力
と
し

て
期
待
き
れ
て
い
る
。

富
山
県
警
山
岳
警
備
隊
副
隊
長

(
警
部
補
)

伊

藤

忠

夫

印

才

富

山

市
三
上
八
九
ノ
三

は
九
月

一
日
中
日
社
会
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

業
績
概
要
は
、

昭
二
三
以
来
北
ア
ル
プ
ス

一
帯
の
山
岳
遭
難
者
の

救
助
、
捜
索
活
動
に
献
身
、
愛
大
生
薬
師
岳
遭
難

(

昭
三
八
)
立
山

一
帯
同
大
ス
キ
l
部
員
大
量
遭
難

(

昭
四
五
)
等
で
卓
越
し
た
救
助
技
術
と
隊
員
の
指
導

力
を
発
揮
し
た

(
こ
の
間
出
動
回
数

一
六
五
回
、
捜

救
助
の
対
象
三
六
四
人
)
ム
山
岳
危
険
地
帯
の
調
査

研
究
、
技
術
指
導
講
習
会
の
講
師
等
遭
難
防
止
活
動

に
数
多
く
参
画
し
て
い
る
。
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-
わ
が
国
の
児
童
・
生
徒
の
体
位
は
、
昭
和
二
十
年

後
、
年
と
と
も
に
伸
び
、
い
ま
や
過
去
の
統
計
に
み

な
い
驚
く
べ
き
成
長
を
み
て
お
り
ま
す
。

-
試
み
に
昭
和
二
十
五
年
の
児
童
・
生
徒
(
現
在
の

子
ど
も
の
は
ぽ
親
に
当
る
)
と
今
日
在
学
し
て
い
る

本
県
の
児
童
・
生
徒
と
の
身
長
や
体
重
を
比
較
し
て

み
る
と
表

l
、
表

2
の
示
す
よ
う
に
大
変
な
伸
び
ぶ

り
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
特
に
一
O
オ
か
ら
一
一
目
、

一
五
オ
の
年
令
に
お
い
て
は
、
ま
こ
と
に
著
し
い
成

長
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

表 2
同一年齢における昭和25年と
昭和47年との体重差 (kg) 

年齢 男 子 女 子

6 2.0 2・2

7 2.4 2.5 
8 3.0 3.3 
9 3.8 4.3 
10 5.4 6.2 
11 6.5 8.1 
12 8.0 9.2 
13 10.8 9.2 
14 12.8 8.8 
15 10.0 6.1 
16 8.3 4.9 
17 7.1 3.9 

表 l

同一年齢における昭和25年と
昭和47年との身長差 (cm) 

年齢 男 子 女 子

6 6.7 6.6 
7 7.2 7.2 
8 7.7 7.7 
9 8.2 9.4 
10 9.4 10.9 
11 10.8 12.5 
12 14.0 12.5 
13 13.7 10.2 
14 14.1 8.4 
15 11.1 5.6 
16 8.4 4.7 
17 5.9 3.9 

-
近
年
に
お
け
る
本
県
の
児
童
・
生
徒
の
発
育
推
移

(
身
長
、
体
重
を
中
心
に
)
を
富
山
県
教
育
委
員
会

の
調
査
資
料
か
ら
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

-
表

5
、
表

6
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
児
童
・
生

徒
の
平
均
身
長
は
、
小
学
校

一
年
男
子
三

・
九
側
、

女
子
四
・

三

側、

6
年
男
子
五
・
五

m
、
女
子
六
・

二
仰

、
中
学
校
三
年
男
子
六
・
九
一
女
子
四
・
七

叩
も

一
O
年
余
り
で
伸
び
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平

均
体
重
に
お
い
て
も
、
(
表

9
、
表
日
)
小
学
校

一
年 (昭和25年は全国平均値)

男
子
一

・
六
見
、
女
子
了
七
旬
、
六
年
男
子
四
・

三
?

ウ

五

同

中

学

校

三
年
男
子
七

三
同

女
子
四
・
四
同
も
ふ
え
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
記
録
更
新

に
も
つ
な
が
る
顕
著
な
発
育
発
達
を
な
し
て
い
ま
す
。

ま
き
に
本
県
の
児
童
・
生
徒
の
体
位
の
革
命
で
あ
り
、

日
本
民
族
の
体
位
の
革
命
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

-

一
方
、
女
子
の
早
熟
化
傾
向
を
初
潮
の
時
期
か
ら

み
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

表
口
は
、
富
山
市
内
の
小
・
中
学
校
の
女
子
の
初

潮
の
時
期
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

-
小
学
校
五
年
生
の
時
点
で
の
来
潮
率
を
み
る
と
現

在
の
五
年
生
は
一
七
・
三
%
、
六
年
生
は
一
六
・
三

%
、
中
学
校
一
年
生
一
一
・
四
%
、
二
年
生
は
九
・

三
七
%
、

三
年
生

二
二

・
O
%
と
初
潮
の
早
期
化
傾

向
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
全
体
的
に
は
、
中
学
一
年

表3 富山県の児童 ・生徒の
年度別平均身長の推移

男子

(昭和25年は全国平均値)

170 

表4 富山県のリE宣・生徒の
年度目1)平均身畳の推移

女子

170 

生
で
約
八
O

%
強
の
女
子
生
徒
が
初
潮
を
み
て
お
り

ま
す
。

、

J

-
以
上
児
童
・
生
徒
の
飛
躍
的
な
体
位
の
向
上
を
み

て
、
本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

形
態
的
な
成
長
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
内
臓
諸
器
官

の
発
達
は
と
も
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

常
日
頃
か
ら
健
康
づ

く
り
に
こ
こ
ろ
が
け
、
疾
病
の

予
防
は
も
と
よ
り
、
体
の
機
能
面
の
育
成
に
つ
と
め

た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
運
動

等
の
実
践
活
動
を
と
お
し
て
、
た
く
ま
し
い
気
力
と

明
る
い
心
を
培
い
た
い
も
の
で
す
。

器官
170 表5 平均身長

男子

150 

l曲

140 

l却

47年度
35年度

表6 平均身長
女子

p116789101112山 151617

170 

150 

130 

l曲

表7 富山県の児童 ・生徒の
年度別平均体重の推移

男.千

表10 平均体重

女千

グ

曲1 ~47年度
l 〆/".-35'1'-度

開イ / / 

401 ~./ 

30j /~ 

20j 二/

表9 平均体宣

男イー

凹 ~I 67891011121314151617 
齢

裏8 富山県の児童・生徒の
年度別平均体重の推移

女子

60 

表11 初潮の時期(富山市内の児童・生徒対象)
昭和47年5月調査

ぽ小3年小4年小5年小6年|中l年
中2年 中3年

8オ 9オ 10オ 11オ 12才 13オ 14オ

小5年 7.1% 3.7% 6.5% 
10オ (10.8) (17.3) 

小6年 5.7% 9.8% 15.脱
11オ (16.3) (31.5) 

中1年 2.7% 8.7% 37.4% 16.6% 
12オ (11.4) (48.8) (65.4) 

中2年 0.5% 0.17% 8.7% 41.腕 30.7% 7.4% 

13オ (0.67) (9.3η (50.4) (81.8) (88.5) 

中3年 2.5% 10.5% 35.務 34.ZOIo 12.5% 2.7% 
14才 (13.0) (48.3) (82.5) (95.5) (97.2) 
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富
山
県
公
害
セ
ン
タ
ー

公
害
防
止
の
た
め
に
体
制
強
化

公
害
を
防
止
し
て
、
美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
小

杉
町
太
閤
山
の
地
に
新
し
い
公
害
セ
ン
タ
ー
が
完
成

ー
し
ふ
手

l
v
た。

機
能
的
に
配
置
さ
れ
た
各
室
内
に
、
気
象
観
測
機

器
を
は
じ
め
大
気
汚
染
物
質
、
水
質
、
騒
音
、
振
動

な
ど
の
測
定
機
器
、
き
ら
に
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
、

T
O
D
(
総
酸
素
要
求
量
自
動
検
出
装
置
)
と
い
っ

た
試
験
検
査
用
の
設
備
が
ズ
ラ
リ
と
そ
ろ
っ
て
い
る
。

公
害
か
ら
保
健
衛
生
ま
で
、
一
貫
し
た
体
制
の
確

立
に
と
今
後
、
住
み
よ
い
富
山
県
っ
く
り
の
た
め
、

衛
生
研
究
所
、
薬
事
研
究
所
、
公
害
セ
ン
タ
ー
を
統

合
し
た
富
山
県
衛
生
総
合
セ
ン
タ
ー
と
し
て
完
備
し

て
い
き
ま
す
。
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白
菜
栽
培
に
思
う

八尾町新田
農業

奥井信一

今
年
も
白
菜
の
出
荷
時
期
が
や

っ
て
き
た
。
私
が

白
菜
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
今
年
で
十
四

年
に
な
る
。

そ

の
間

一
度
も
休
ん
だ
こ
と
な
く
作

っ

て
き
た
。
白
菜
は
短
期
間
に
急
速
に
発
育
す
る
野
菜

で
、
夏
野
菜
跡
作
、
水
稲
裏
作
に
簡
単
に
作
れ
る

の

と
年
内
に
換
金
出
来
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

白
菜
栽
培
と
台
風
は
切

っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
が
あ

る
。
今
年
も
二
十
号
台
風

で
か
な
り

の
被
害

が
出
た
。

白
菜
の
価
格
が
不
安
定
な

の
は
台
風
だ
と
言
っ
て
も

よ
い

く
ら
い
だ
。
昨
年
は
台
風
銀
座
の
九
州

の
産
地

に
台
風
被
害
が
な
く
豊
作
で
あ
っ
た
た
め
、
関
西
市

場
に
大
量
に
出
荷
き
れ
価
格
が
下

っ
た
。
昭

和
三
十

六
年
の
伊

勢
湾
台
風

の
年
は
、
異
状
な
変
値
が
出
た
。

こ
の
よ
う
に
白
菜
は
作
り
易
い

よ
う
で
作
り
難
い
作

物
で
も
あ
る
。

白
菜
は
種
を
ま
い
て
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
に
早

い

も
の
で
六
十
日
、
遅
い
も
の
で
も
九
十
日
三

カ
月

の

間
に

一
0
ア
ー
ル
当
り
七
・
五
トン
、
外
葉
も
い
れ
る

、静

』T

11‘、

。。

、、
a

，

と

二
ニ
ト
ン
も

の
体
を
作
る

の
だ
か
ら
、

一
日
平
均

一

一
誌
か
ら
一

四
話
も
発
育
す
る

こ
と
に
な

る
。

だ
か

ら
最
盛
期
に
は
旺
盛
な
発
育
を
し
て

い
る
わ
け
で
、

多

く
の
水
分
を
要
す
る
。
北
陸
の
秋
は
雨
量
が
多

い
。

こ
れ
が
産
地
と
し
て
伸
び
た
理
由

の
一
つ
で
あ
る
。

一
昨
年
関
西
の
市
場
を
視
察
し
た
が
、
関
西
市
場
で

の
富
山
白
菜
は
非
常
に
評
判
が
よ
い
。
そ
れ
は
新
鮮

で
水
分
が
豊
富
な
こ
と
だ
そ
う

で
あ
る
。

歯
切
れ
が

よ
く

口
ざ
わ
り
が
よ

い。

雨
が
多
い
と
病
気
が
出
た
り
出
荷
作
業

に
困
る
が

良

い
面
も
あ
る
と
思

っ
た
。
雨

の
少

い
太
平
洋
側

の

白
菜
は
荷
傷

み
が
少
い
が
北
陸

の
白
菜
に
比

べ
る
と

固
く
ば
き
ぱ
き
し
た
感
じ
だ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
富
山

の
白
菜
は
品
質
食
味

の
点

で
高

く
評
価
き
れ
て

い
る
が
、
問
題
は
出
荷
量

で
あ
る
。

富

山
の
白
菜
は
県
内
市
場
を
満
た
し
た
上

関
西
市

場
に
出
荷
さ
れ
る
が
、

そ
の
量
は
昨
年
の
十

一
月

で

一
、

一
二
八
ト
ン
、
京
阪
神
の
中
央
却
売
市
場
全
入
荷

量

は
十

一
月
、

一
万

一
O
O
J
だ
そ
う
だ
か
ら、

わ

ず
か
に

一
一
軒
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
市
場
側
か
ら
い
つ
も
指
摘
き
れ
、
し

か
も
そ
の
た
め

に
値
段
が
上
ら
な
い
理
由

の
一
つ

と

き
れ
て
い
る
。

沢
山
作
れ
ば
値
が
下
る
と

一
般
的
に
考
え
ら
れ
る

が
そ
れ
は
昔
の
話
。
現
在
は
大
量
取
引
、
大
量
販
売
の

時

代
。

二
疋
期
間
市
場
入
荷
量
の
大
半
を
抑
え
る
産

地
、
そ
う
す
れ
ば
値
段
も
有
利
に
な
る
こ
と
は
確
実

だ
。

そ
ん
な
産
地
に
す
る
に
は
み
ん
な
が
そ

の
こ
と

を
理
解
し
、
積
極
的
に
栽
培
に
取
組
む
こ
と
で
あ
ろ
、っ
。

‘，F
P

I

l

l

‘
V

清
々
た
る
風、

清
々
た
る
水
、
神
通
の
岡
谷
に
沿

h

d

'

-

-

-

4

2

、
司

っ
た
緑
陰
に
は
沢
が
多

い
。
そ
ん
な

こ
と
か
ら
小
沢

弓
〆
」
|
『
」
」
M
訓

1
村
と
も
愛
称
さ
れ
る
戸
数
七
戸
ば
か
り
の
石
山
村
が

，E、
B
E
E
S
-
-
J
あ
っ
た
。
こ
の
村
の
西
方
に
は
大
き
な
池
が
あ
る
。

今
か
ら
二
五

O
年
ば
か
り
前
、
こ

の
池
に
え
た
い

の
知
れ
ぬ
妖
怪
が
住
み
つ
き
、

池
の
岸
辺
に
あ

っ
た

慈
眼
院
と
い
う
お
寺
の
和
尚
に
調
味
料
を
ふ
り
か
け

て
食

っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
か
ら
大
変
で
あ
る
。

こ
れ
を
聞
い
た
海
岸
寺
(
富
山
市
梅
沢
町
)
の
僧

が
「
仏
に
仕
え
る
僧
を
く
ら
う
と
は
言
語
道
断
口
と

み
じ
た
く

身
仕
度
も
勇
ま
し
く
飛
騨
街
道
を
の
ぼ

っ
た
。
し
か

し
、
石
山
村
は
山
ま
た
山
の
奥
山、

め
ざ
す
慈
眼
院

に
着
い
た
時
は
、
日
も
と

っ
ぷ
り
暮
れ
て
、
十
三
夜

の
月
が
中
天
に
か
か

っ
て
い
た
。

玄
関
で
「
頼
も
う
」
と
案
内
を
請
う
と
「
ど
う
れ

1

」

返

事

が

あ

っ
て
番
憎
が
で
て
き
た
。

わ
ね

い

「
わ
し
は
、
こ
の
寺
の
住
職
の
甥
じ
ゃ
が
、
和
向

は
在
寺
め
さ
る
る
か
口

「
ち
と
所
用
が
あ
っ
て
他
出
中
じ
ゃ
が
日

「
し
ら
ば
く
れ
る
な
。
和
尚
は
化
物
に
食
い
殺
さ

れ
た
と
聞
い
た
。
怪
し
い
番
憎
め
、
さ
し
づ
め
貴
様

は
妖
怪
で
あ
ろ
う。

正
体
現
わ
せ
U

「
ワ
ハ
ハ

:
:
:
。
叔
父
の
か
た
き
と
い
う
わ
け
か
。

ち
ょ
こ
ざ
い
な
小
坊
主
め
、
貴
様
も
僧
職
に
あ
る
身

な
ら
ば
、
俺
の
聞
い
に
答
え
ら
れ
る
か
。
答
え
ら
れ

'』

ト
会
い

ぬ
と
あ
ら
ば
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
、
今
宵
の
夜
食
に
し

て
く
れ
る
わ
口

「
お
、
、
な
ん
で
も
こ
い
」

「
で
は
|
|
。
ナ
ン
チ
ノ
リ
ギ
ョ
と
は
、
こ
れ
い

か
に
」「
愚
問
な
り
。
南
池
の
鯉
魚
。
西
池
に
巣
食
い
な

が
ら
、
た
ば
か
る
な
グ
こ
の
鯉
の
化
物
め
が
グ
L

は
っ
し
と
番
僧
の
頭
に
竹
杖
が
飛
び
ま
し
た
。

「
ギ
ヤ

ツ
」
と
い
う
悲
鳴
、
屋
鳴
り
震
動
し
て
番

僧
の
姿
は
煙
と
な

っ
て
消
え
ま
し
た
。
と
た
ん
に
雷

鳴
が
と
ど
ろ
き
わ
た
り
、
パ
リ
ッ

、
パ
リ
パ
リ
と
、

天
井
が
破
れ
、
針
金
の
よ
う
な
真
ッ
黒
な
毛
が
生
え

た
足
が
一
本
、
ヌ
l
ッ
と
下
り
て
き
て

「
オ
テ
ニ
コ
テ
と
は
、
こ
わ
い
か
に
H

刀
」

僧
は
足
の
化
物
を
に
ら
み
あ
げ

つ
色
，

「笑
止
千
万
。
大
手
に
小
手
と
は
鎚
な
り
グ

な

ん
じ
、
物
品
道
具
の
身
に
あ
っ
て
、
よ
こ
し
ま
に
念

力
を
持
ち
た
る
か
。
カ
ー
ッ」

た
ち
ま
ち
毛
む
じ
ゃ
ら
な
足
は
消
え、

ゴ
ウ
ゴ
ウ

た
る
大
風
、

電
光
も
す
さ
ま
じ
い
大
暴
風
雨
と
な
っ

が
ら
ん

で
、
い
ま
に
も
伽
藍
が
崩
れ
ん
ば
か
り、

暗
雲
あ
た

り
を
包
ん
で
う
ね
り
狂
い

そ
の
中
か
ら
ラ
ン
ラ
ン

た
る
銀
色
の
大
目
玉
が
近
づ
き

「タ
イ
ソ
ク

ニ
ソ
ク
、
シ

ョ
ウ
ソ
ク

ロ
ク
ソ
ク

リ
ョ
ウ
ガ
ン
テ
ン

ニ
ツ
ウ
ズ
。

こ
れ
い
か
に
や
、
い

か
に
U「
さ
て
は
貴
様
、
三
怪
の
頭
目
な
る
か
。
正
体
す

で
に
見
え
た
り
。
大
足
二
足
、
小
足
六
足
、
両
眼
天

に
通
ず
な
ど
と
自
ら
を
か
え
り
み
ざ
る
大
た
わ
け
。

町
の
如
き
は
酢
の
物
と
な
り
、
人
の
腹
中
を
経
て
万

物
の
肥
料
と
化
す
べ
し
。
お
ろ
か
も
の
め
が
グ
」

電
光
石
火
、
僧
の
鉄
拳
が
黒
雲
の
中
に
飛
び
ま
す
。

グ
エ

ッ
と
い

う
無
気
味
な
叫
び
声
と
と
も
に
、
ピ

タ
リ
と
風
雨
が
収
ま
り
ま
し
た
。

翌
朝
、
心
配
し
て
き
た
村
人
た
ち
に
、
僧
は

「池
に
い

っ
て
み
て
く
れ
、
鯉
の
化
物
が
浮
い
て

か
な
づ
ち

い
よ
う
。
そ
れ
に
天
井
裏
に
は
大
工
が
忘
れ
た
金
鎚

が
あ
る
は
ず
、
き

っ
と
頭
が
は
ず
れ
て
い
る
よ
。
裏

の
沢
も
探
し
て
く
れ
。
蟹
の
化
物
が

つ
ぶ

れ
て
い
よ

う
U

と
い
い
ま
し
た
。
憎
の
い

っ
た
と
お
り
、
鯉
が

浮
き
、
鎚
が
あ

っ
て
、
沢
に
は
蟹
の
化
物
が
つ
ぶ
れ

て
死
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
慈
眼
院
は
蟹
退
治
の
寺
だ
と
い
う
の
で

か
ん
で
ら

蟹
寺
と
俗
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
村
の
名
も
蟹
寺

村

(細
入
村
)
と
改
ま
り
ま
し
た
。
化
け
蟹
の
甲
羅

は
海
岸
寺
寺
宝
と
し
て
保
存
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

(精
神
開
発
研
究
委
員
成
瀬
昌
示
)
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ー砂

ごき

ト
ピ

ッ
ク
ス

九
月
一
九
日
立
山
に
初
雪

立
山
山
頂

一
帯
に
例
年
よ
り
五
日
早
い
初
雪
が
降

っ
た
。

積
雪
五
で

九
月
一
九
日
工
襲
用
水
道
計
画
決
ま
る
。

県
は
富
山
・

高
岡
地
区
へ

神
通
川
か
ら
工
業
用
水

を
供
給
す
る
た
め
、
総
事
業
費
二
百
億
円
を
投
じ
、

一
日
六

O
万
ト
ン
を
供
給
で
き
る
「
県
営
神
通
川
工
業

用
水
道
事
業
計
画
」
を
定
め
た
。

九
月
一
一
日
加
越
線
廃
止
問
題
解
決

加
越
線
廃
止
で
パ
ス
代
替
に
関
し
県
、
沿
線
の
市

町
村
、
加
越
能
鉄
道
の
三
者
が
合
意
、
県
庁
で
協
定

書
に
調
印
し
た
。

九
月
一
二
日
県
立
自
然
公
園
に
四
カ
所

県
観
光
事
業
審
議
会
は
、
県
立
自
然
公
園
に
朝
日
、

有
峰
、
白
木
峰

・
水
無
、
医
王
山
小
矢
部
峡

・
五
箇

山
庄
川
峡
の
四
カ
所
を
指
定
す
る
よ
う
答
申
し
た
。

九
月
一
六
日
九
月
県
議
会
の
日
程
決
ま
る

県
議
会
運
営
委
員
会
は
、
九
月
定
例
議
会
日
程
を

九
月
三

O
日

|
一
O
月
一
一
日
ま
で
の
十
二
日
間
と

決
め
た
。

九
月
三

O
日

10日

県政のう
10月官官日~9月

九
月
県
織
会
ひ
ら
く

9月12日

県森林水産会館完工

県立自然公園・有峰

10月5日

"，，"U‘ ~~.Iい号

数
宿
設

延

街
川
国
間
同

色
水

型

の
B

E

f
iv
入

品
別
-
司
泉

U

M叫一一

九
月
定
例
県
議
会
は
、

昭
和
四
十
七
年
度

一
般
会

計
補
正
予
算
三
一

億
二
、

一
九
二
万
円
な
ど
一

七
議

案
と
報
告

一
件
、
昨
年
度
の
企
業
会
計
決
算
認
定
五

件
、
あ
わ
せ

て
二
三
案
件
を
上
程
、
中
田
知
事
が
提

案
理
由
を
説
明
し
た
。

一
O
月
五
日
県
森
林
水
産
会
館
完
工

富
山
市
舟
橋
北
町
に
建
設
中
の
富
山
県
森
林
水
産

会
館
が
完
成
し
た
。

同
会
館
は
地
下

一
階
、
地
上
七
階
、
昨
年
十
月
に

着
工
、
総
事
業
費
五
億
二
、

0
0
0万
円
を
か
け
た
。

水
産
関
係
、
林
業
関
係
の
団
体
の
ほ
か
住
宅
供
給

公
社
、
道
路
公
社
、
土
地
開
発
公
社
な
ど
の
県
関
係

団
体
が
入
所
す
る
。

一
O
月
五
日
私
立
幼
稚
園
ま
つ
り

第
5
回
富
山
県
私
立
幼
稚
園
ま
つ
り
が
、
富
山
市

の
県
営
陸
上
競
技
場
で
ひ
ら
か
れ
た
。

富
山
市
、
滑
川
市
、
魚
津
市
な
ど
呉
東
地
区
二
六

幼
稚
園
か
ら
園
児
約
四
、

0
0
0
人
と
お
母
き
ん
が

参
加
、
遊
戯
や
マ
ス
ゲ

ー
ム
を
ひ
ろ
う
し
た
。

ま
た
、
呉
西
地
区
の
幼
稚
園
ま
つ
り
も
七
日
午
前

一
O
時
か
ら
高
岡
市
の
体
育
館
で
ひ
ら
か
れ
た
。

一
O
月
一
日
交
通
事
故
大
幅
に
減
少

ドヲ伶

温泉の定義については未だ学術的根拠に立脚した定義の方法はありません。そのため便宜上その基準を定めて定義している

ものが多く、各国によって多少の相違があります。昭和23年に制定された温泉法によ ηますと、 「温泉」とは、地中からゅ

う出する温水、鉱水及び水蒸気その他のガス(炭化水棄を主成升とする天然ガスを除く。)と定義しています。-20 -

秋
の
交
通
安
全
運
動

(九
月
二
二
日

l
一
O
月

一

日
)
で
県
下
の
交
通
事
故
総
件
数

二
二

O
件
、
死
者

四
人、

重
軽
傷
も

一
五
四
人
と
昨
年
よ
り
大
幅
に
減

少
し
た。

一
O
月
九
日
山
林
買
い
占
め
に
対
処
な
ど

県
議
会
建
設
、
農
地
農
林
水
産
、
総
務
公
害
の
三

常
任
委
員
会
で
県
は
、
山
林
買
い
占
め
対
策
と
し
て

水
源
林
造
成
事
業
基
金
を
来
年
度
三
倍
の

三
億
円
に

す
る
。
北
電
と
の
公
害
防
止
協
定
の
改
定
、
県
内
火

力
発
電
所
の
重
油
硫
黄
分
を
こ
と
し
の
十
一
月
か
ら

一
・
七
軒
に
引
き
下
げ
る
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
O
月
九
日
交
通
安
全
県
民
大
会

交
通
安
全
運
動
に
百
万
県
民

一
人
ひ
と
り
の
力
を

結
集
し
よ
う
と
第
九
回
交
通
安
全
県
民
大
会
が
ひ
ら

か
れ
た
。

交
通
安
全
に
つ
い
て
各
界
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

の
意
見
発
表
、
交
通
安
全
に
協
力
し
た
功
労
者
や
団

体
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
た
。

私立幼稚園まつり10月5日

交通安全県民大会
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